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1 目的

長崎駅東口では令和８年度の全体完成に向け長崎駅東口駅前交通広場・多目的広場・
東西軸（プロムナード）等の整備を進めているが、一次交通の拠点である長崎駅から二次
交通の主な乗降場がある国道202号まで約200ｍの距離があることから、その整備に
あたっては、駅舎・国道間を行き来する方に対し安全で快適に移動できる動線を確保する
とともに、距離を感じさせないような賑わい空間づくりをすることが重要である。
そのため、本業務では、長崎駅東口駅前広場である多目的広場及び東西軸と併せてかも

め広場を活用して実験的にイベントを実施するとともに、イベントによる歩行者動線への
影響等を把握・検証することにより、今後のまちづくりの参考にすることを目的とする。

２事業の流れ

（1）「（令和６年度）長崎駅東口駅前広場利活用等業務委託」の受託者の決定
令和6年9月26日：受託者の決定

（2）社会実験の実施

令和6年11月23日（土・祝）10：00～17：00
令和6年11月24日（日） 10：00～16：00

（３）社会実験の検証・報告書の作成
（４）長崎市ホームページにて結果の公表

3社会実験の実施場所

長崎駅東口駅前広場（多目的広場及び東西軸）及びかもめ広場

Ⅰ 実施概要
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４社会実験としてのイベント

（1）イベントのタイトル

ながさき実り・恵みの感謝祭2024

（2）当イベントを採用した理由
「ながさき実り・恵みの感謝祭」は、前身の「長崎生まれ採れたて農水産物フェ
ア」を含めるとこれまで22回の開催実績がある地産地消のイベントであり、毎年
２万人近くを集客し、市民等の認知度も高い。初の試みとして長崎駅かもめ口（東
口）側の広場全面（多目的広場、東西軸及びかもめ広場）を活用したイベントを開
催するにあたり、「ながさき実り・恵みの感謝祭」の知名度と集客力を利用して、
社会実験としての有用なデータを効率的かつ効果的に収集することとしたもの。

5 社会実験の内容

（1）会場レイアウトの設定

東西軸については、歩行者の通行を妨げないよう会場のレイアウトを設定。
（2）アンケート調査の実施

来場者向け、出店者向け及び通行者向けの３種類のアンケート調査を実施し、それ
ぞれの意見を収集。

（3）通行者数（東西軸及びロングルーフ）の調査
（4）東西軸及びロングルーフの通行者動線の確認
（5）エリアと売り上げ額の関連性の分析

6 イベントの周知

（1）広報ながさき
（2）SNS（ X・LINE）への投稿
（3）市のホームページにて周知
（4）マスメディア（テレビ、ラジオ、新聞）
（5）看板の設置
（6）ポスター・チラシ

Ⅰ 実施概要
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アミュプラザ長崎新館

アミュプラザ長崎本館

ロングローフ

東西軸

昇降場

国道
202号

多目的広場

かもめ広場

1  イベントのタイトル

ながさき実り・恵みの感謝祭2024

2 日程

令和6年11月23日（土・祝） 時間：10：00～17：00
天気：晴れのち曇り一時雨 気温：14.5℃～16.2℃
風向：北 平均風速：1.3ｍ/ｓ (気象庁気象データ参照）

令和6年11月24日（日） 時間：10：00～16：00
天気：晴れ一時曇り 気温：13.8℃～16.1℃
風向：北東 平均風速：1.5ｍ/ｓ (気象庁気象データ参照）

3 内容

ステージイベント及び農林水産物、加工品の販売：各日32店舗出店
フラワーフェスティバル同時開催
ながさきピース文化祭2025 PRブース（23日のみ）

4会場レイアウト

■全体

Ⅱ 社会実験
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■多目的広場エリア

Ⅱ 社会実験
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■東西軸エリア

■かもめ広場エリア

Ⅱ 社会実験
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ロングローフ

アミュプラザ長崎新館



5出店者

Ⅱ 社会実験
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23日のみ

24日のみ

24日のみ

23日のみ

23日のみ

24日のみ

HAYAMA  COFFEE



６来場者のアンケート結果

（1）アンケート方法

二次元バーコードを読み取ってもらい、
WEB上でアンケートの回答を依頼した。
希望者にはアンケート用紙への記入を依頼した。
回答者には100円キャッシュバックを行った。

（2）アンケート内容

・在住地 ・年代 ・訪問理由 ・移動手段 ・イベントを知ったきっかけ
・イベントの一体感とその理由 ・イベントの満足度とその理由
・今後希望するイベントの内容 ・改善してほしい点

Ⅱ 社会実験
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（3）アンケート結果

ア 在住地
長崎市内、県内にお住まいの人が91%を占めた。

イ 年代
50代が最も多かったが、他の年代もバランスよく来場していた。

ウ訪問理由
本イベントに行くためが半数以上（56％）を占めており、次に、買い物（27%）
や観光（7％）が続いた。

Ⅱ 社会実験
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エ 移動手段
車で来た人が33％で最も多く、徒歩が約23％と続いた。公共交通（バス、JR、
路面電車）を利用した人は41％であった。

オ イベントを知ったきっかけ
偶然通りかかってイベントを知った人が27％で、多くの人（約70％）は、様々
な広報媒体や口コミで事前にイベントに関する情報を入手していた。

カ イベントの一体感
４段階評価のうち、４（とても感じた）３（感じた）が全体の75％を占めた。

Ⅱ 社会実験
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「長崎駅東口駅前広場（駅の入り口からエレベーター・エスカレーター（昇降場）までの通り、
多目的広場、かもめ広場）」のすべてのスペースを利用した初めてのイベントになりますが、
一体感を感じましたか



キ イベントの一体感についての理由

「一体感を感じましたか」の設問に対して「そう感じた理由を教えてください（自
由回答）」

Ⅱ 社会実験
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ク イベントの満足度

４段階評価のうち、４（とても良かった）３（良かった）が全体の89％を占めた。

ケ イベントの満足度の理由

「楽しかった、にぎわいを感じたから」が最も多く、「実施してほしいイベン
ト内容だったから」「通行のしやすさを感じたから」が続いた。

Ⅱ 社会実験
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コ 改善してほしい点があれば教えてください（自由記述）

サ 今後希望するイベントの内容

今回と同様な、マルシェ（物販系）や食イベントの希望があった一方で、子ど
も向けイベントやアート系イベントなどの希望も見られた。

Ⅱ 社会実験
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7出店者のアンケート結果

（1）アンケート内容

・店舗名 ・普段の活動地域 ・普段の出店形態
・商品の平均価格帯 ・ブースの数 ・ブースの配置 ・ブースのスペース
・ブースについてそう感じた理由 ・ブースについて改善してほしい点
・イベントの一体感とその理由 ・イベントの満足度とその理由
・イベント全体で改善してほしい点
・来店者数 ・売上金額 ・今後も出店したいか
・出店料がいくらまでならば出店したいか

Ⅱ 社会実験
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（２）アンケート結果

ア 普段の活動地域

長崎市内が82.1％、県内（長崎市以外）が17.9％であった。

イ 普段の出店形態

自店舗が67.9％、その他が32.1％であった。

ウ 商品の平均価格帯

「301～500円」が最も多く、「101～300円」「501～700円」が続いた。

Ⅱ 社会実験
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28件の回答

28件の回答

28件の回答



エ ブースの数

４段階評価のうち「２ 少ない」が56.9％、「３ 多い」が41.2％であった。

オ ブースの配置

４段階評価で「３ 良かった」「４ とても良かった」が60.8％を占めた。

カ ブースのスペース

４段階評価で「３ 良かった」「４ とても良かった」が74.5％を占めた。

Ⅱ 社会実験
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キ ブースについて、そう感じた理由を教えてください（自由記述）

ク ブースについて、改善してほしい点があれば教えてください（自由記述）

ケ イベントの一体感

４段階評価で「１ 全く感じなかった」 「２ 感じなかった」が60.7％となった
一方で、「３ 感じた」「4 とても感じた」が39.2％となった。

Ⅱ 社会実験
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「長崎駅東口駅前広場（駅の入り口からエレベーター・エスカレーター（昇降場）までの通り、
多目的広場、かもめ広場）」のすべてのスペースを利用した初めてのイベントになりますが、
一体感を感じましたか



コ イベントの一体感についての理由

「一体感を感じましたか」の設問に対して「そう感じた理由を教えてください
（自由記載）」

サ このイベントの満足度を教えてください

４段階評価で「３ 良かった」「４ とても良かった」が76.4％を占めた。

シ イベントの満足度についての理由

「イベントの満足度について教えてください」の設問に対して「そう感じた理由
を教えてください（自由記載）」

Ⅱ 社会実験
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スこのイベント全体について、改善してほしい点があれば教えてください（自由記述）

セ 来店者数

総来店者数（２日間）は「101名以上」が最も多く、次いで「61～70名」であった。

Ⅱ 社会実験
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51件の回答

10：00～11：00の来店者数を教えてください

51件の回答

11：00～12：00の来店者数を教えてください

総来客者数を教えてください

51件の回答
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51件の回答

12：00～13：00の来店者数を教えてください

51件の回答

13：00～14：00の来店者数を教えてください

51件の回答

14：00～15：00の来店者数を教えてください 15：00～16：00の来店者数を教えてください

28件の回答

16：00～17：00の来店者数を教えてください

51件の回答



ソ 売上金額

総売上金額（２日間）は「20,001円～30,000円」、「40,001円～50,000円」、
「100,001円以上」が同じ割合（17.6％）であった。

Ⅱ 社会実験
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51件の回答

10：00～11：00の売上金額を教えてください

51件の回答

11：00～12：00の売上金額を教えてください

51件の回答

12：00～13：00の売上金額を教えてください

51件の回答

13：00～14：00の売上金額を教えてください

総売上金額を教えてください

51件の回答
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51件の回答

14：00～15：00の売上金額を教えてください

51件の回答

15：00～16：00の売上金額を教えてください

タ今後も出店したいか

４段階評価で「３ できれば出店したい」 「４ 出店したい」が全体の84.3％を
占めた。

28件の回答

16：00～17：00の売上金額を教えてください

今後も出店したいと思いますか

51件の回答

（出店したくない） （出店したい）



チ 出店料がいくらまでならば出店したいか

「3,000円以下」が56.9％で最も多く、次いで「5,000円以下」が25.5％であった。

22
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今後、出店料がいくらまでならば出店したいと思いますか

51件の回答



8通行者（東西軸及びロングルーフ）のアンケート結果

（1）アンケート方法
東西軸及びロングルーフの通行者に対して、当てはまるものにシールを貼って

もらう方法でアンケートへの協力を依頼した。

（2）アンケート内容

・年代 ・在住地 ・イベントの好感度と通行のしやすさ

Ⅱ 社会実験
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（３）アンケート結果

ア 年代
全ての世代の人からバランスよく回答があった。

イ 居住地
約7割の人が長崎市内・県内にお住まいの人であった。

Ⅱ 社会実験
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ウ イベントの好感度と通行のしやすさ

東西軸及びロングルーフの通行者に対し「イベントなどが開催されていることへ
の好感度」「通行時の快適さ」の２つの視点から尋ねたところ、右上の領域（イベ
ント開催に対する好感度が高い、通行時の快適さが高い）にシールが集中したこと
から、イベントを行いながらも快適な歩行空間が確保されたものと考えられる。

Ⅱ 社会実験
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9 通行者（東西軸及びロングルーフ）の動線の調査

（１）調査方法

通行者が通った動線を赤線でなぞることで動線の調査を行った。赤い線１本が
１人の動線に対応し、線が密なほど多くの人が通行したことになる。

（２）調査結果

素通りする人の動線は直線的、店舗に興味を示した人の動線は蛇行したものと
なり、直線的な動線はアミュプラザ長崎新館側やロングルーフ側に、蛇行した動線
はイベントの店舗近くに多くみられた。

ア アミュプラザ長崎新館側の動線（11月24日11：00～12：00）

イロングルーフ側の動線（11月23日12：00～13：00）

Ⅱ 社会実験
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アミュプラザ長崎新館

ロングルーフ

ロングルーフ



10 通行者数（東西軸及びロングルーフ）の調査

（1）調査方法

通行者数は、東西軸を横断した人数を２箇所で計測することで算出した。

（２）調査結果

通行者数は、11月23日（土）が約1万人、11月24日（日）が約８千人であった。

ア 11月23日（土）の通行者数

イ 11月24日（日）の通行者数

Ⅱ 社会実験
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ロングルーフ

アミュプラザ長崎新館



11 来場者数の調査

（1）調査方法

東西軸エリアと広場エリア（多目的広場及びかもめ広場）の来場者（店舗等に
立ち寄った人）の人数を計測した。

（2）調査結果（東西軸エリアの調査結果）

ア 11月23日（土）の来場者数

Ⅱ 社会実験
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アミュプラザ長崎新館

アミュプラザ長崎本館

ロングローフ

東西軸

昇降場

国道
202号

多目的広場

かもめ広場

東西軸エリア

広場エリア



イ 11月24日（日）の来場者数

（3）広場エリア（多目的広場及びかもめ広場）と東西軸エリアの来場者数の比較

広場エリアの来場者数が多い傾向にあったが、東西軸エリアで企画（詰め放題
など）が実施された時間帯は東西軸エリアが広場エリアの来場者数を上回った。

ア 11月23日（土）の来場者数

Ⅱ 社会実験
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広場エリア

広場エリア



イ 11月24日（日）の来場者数

Ⅱ 社会実験
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広場エリア

広場エリア



１2 通行者数（東西軸及びロングルーフ）に対する来場者数（東西軸エリア）
の割合

（1）調査結果

11月23日は平均で通行者の46％、11月24日は83％が来場した。

ア 11月23日（土）の通行者数に対する来場者数の割り合い

イ 11月24日（日）の通行者数に対する来場者数の割り合い

Ⅱ 社会実験
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１3 多目的広場エリアと東西軸エリアの売り上げ額の関連性の分析

（１）多目的広場エリアと東西軸エリアの平均売上額の比較

【多目的広場エリア】 【東西軸エリア】

（２）分析

今回の社会実験は、多目的広場、東西軸及びかもめ広場を一体的に活用して実施
する初の試みとなるイベントだった。
イベント全体の売り上げ額は、11月23日と24日に大きな差異はなかった。
店舗の配置については、販売品のカテゴリー毎にある程度エリアが分けられており、

かつ23日と24日で３店舗ほど出店店舗の入れ替えがあったため直接的な比較はでき
ないが、多目的広場エリアと東西軸エリアの売り上げ額を比較したところ、多目的広
場エリアの方が東西軸エリアよりも平均で1,000円売り上げ額は高くなった。
しかし、23日は東西軸エリアの売り上げ額が高く、24日は多目的広場エリアの売

り上げ額が高くなっている。
今後も引き続き検証する必要があるが、広場全体を一体的に活用した場合も出店エ

リアによって売り上げ額に極端な差異が生じるわけではないと考えられる。

Ⅱ 社会実験
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１4 写真

■多目的広場エリア

Ⅱ 社会実験
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■東西軸エリア

Ⅱ 社会実験
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■かもめ広場エリア

Ⅱ 社会実験
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■全体

Ⅱ 社会実験
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1 評価

（1）イベントが開催されることに対する評価
長崎駅東口駅前広場である多目的広場及び東西軸と併せてかもめ広場を活用し
て一体的にイベントが開催されていることに対する来場者、出店者の満足度及び
通行者の好感度はいずれも高いという結果になった。

（2）通行に対する評価
東西軸及びロングルーフについては、通行者の動線を確保してテント、テーブ
ル及びベンチの配置を工夫したこともあり、通行の快適さに対する評価は高いと
いう結果になった。

（3）イベントの一体感に対する評価
今回のイベントは多目的広場、東西軸及びかもめ広場を一体的に活用して実施
する初の試みとなった。
来場者の７割以上が一体感を感じる一方で、出店者は６割程度が一体感を感じ
られなかったと回答する結果になった。

２課題・改善点

（1）気温
東西軸エリアは駅舎やアミュプラザ長崎新館が隣接し、日中も日が当たらず、
常に日陰になっていること、加えて強風が吹き込むため、気温以上に体感温度が
低く、寒さを感じることになった。
前回の社会実験（2～3月に実施）のイベントでも同様の状況だったことから、
気温が下がり風が強まる時期（晩秋～早春）のイベント利用については慎重に考
える必要があることを改めて感じた。

（2）強風
東西軸エリアは、場所柄、強い風が吹き込み、イベントで利用する際には、風
除けのためにもテントを設置することは必須になると考えられる。
また、火気の取り扱いについても慎重になる必要があると考えたため、今回は
初の試みとして鉄板を利用した出店に協力いただいた。結果として、問題なく2日
間の出店を終えたものの、強風対策（飛ばされにくいテントの採用、標準以上の
テントウエイトの使用など）を十分に施した上での実施について、引き続き検討
していく必要がある。

（3）イベントの一体感
来場者の7割以上がイベントの一体感を感じた一方、出店者の6割程度が一体感
を感じなかったと回答したが、この理由としては以下の2点のことが考えられる。

（１点目 東西軸エリアの活用不足）
出店者数に限りがあったこともあるが、かもめ広場・多目的広場との一体感を
意識するあまり、東西軸エリアでは国道側（かもめ広場・多目的広場に近い方）
だけにブースを配置し、かもめ口（東口）近くにはブースを配置できなかった。
これにより、かもめ口からブースに至るまでに距離が生じてかもめ口からの
集客力が弱まったことから、出店者（8者程度）が疎外感を感じ、一体感を感じな
かったと回答する結果につながったと考えられる。
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今後、東西軸、多目的広場及びかもめ広場を一体的に使用してイベントを開催
する際には、東西軸エリアも広く活用することで東西軸側にも賑わいや一体感を
感じられるようにしていきたい。

（２点目 かもめ広場と多目的広場におけるテント配置）
かもめ広場と多目的広場の間にテントを並べた際、通り抜けができるような間隔
を空けていなかったため、多目的広場（国道側）の出店ブースからかもめ広場のス
テージを見ることができず、一体感を感じにくかったと考えられる。
今後は、ステージを囲うようにブースを配置する、テントを並べる場合も通り抜
けができるように配置するなど、工夫を心がけたい。

■イベントの一体感の改善点（東西軸エリア）
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かもめ口（東口）近くに店舗を配置しなかった
ことにより、店舗までが遠く、かもめ口を出た
人がすぐにイベントに参加するよう誘導でき
なかった。

かもめ口から東西軸を撮影

この範囲に出店店舗を配置しなかっ
たことにより、東西軸エリアの出店者
が一部（8者程度）に限られ、疎外感
を感じる原因となった。



■イベントの一体感の改善点（多目的広場エリア）
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多目的広場（国道側）の出店者は
テント等に阻まれてステージが
見えなかった。
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3 所感

今回の社会実験は、長崎駅東口駅前広場の多目的広場及び東西軸並びにかもめ広場を
一体的に活用してイベントを開催することにより検証を行ったものであり、すでに知名
度と集客力のある「ながさき実り・恵みの感謝祭」を採用することで、今後の広場利活
用にかかる有用なデータ等を効率的かつ効果的に収集することができた。
イベントの実施にあたり、一度に広場の広範囲を利用することによって、イベントの
一体感が損なわれるのではないか、出店場所の違いにより売り上げに大きな差が出るの
ではないかということが懸念された。
結果として、イベントの一体感を感じると答えた来場者が７割以上になるとともに、
東西軸エリアと多目的広場エリアの出店者の売り上げに極端な差が出ないことが確認で
きた。
一方で、出店者のアンケートでは約６割が「一体感を感じない」と回答する結果に
なったため、東西軸エリアの活用方法や多目的広場のテントの配置については改善する
必要があると考える。
前回の社会実験で特に重要視していた東西軸エリア（東西軸及びロングルーフ）の通
行の快適さについては、前回の検証結果を踏まえ、通行者の動線を確保した上でテント、
テーブル及びベンチの配置を工夫したことにより、高い評価を得ることができた。
今後も東西軸及びロングルーフ（長崎駅舎から国道202号までの通り）を距離を感じ
させないような賑わいを感じる空間にできるよう心がけるとともに、長崎駅東口駅前広
場及びかもめ広場の活用の際には、一体感を感じさせることができるような利活用のあ
り方について、さらに検討を進めていきたい。
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